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第１章

はじめに

１ 見直しの背景と目的 

２ 位置づけ 

３ マスタープランの役割 

４ 対象地域 

５ 目標年次 

６ 計画の構成 

本マスタープランは、都市計画法に基づき、本市の都市計画に関する基本的な方針

として定めるもので、本章では、マスタープランの位置づけや役割、目標年次などに

ついて記載します。 
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１ 見直しの背景と目的

本市では、平成 24年 3月に都市計画法第 18 条の 2の規定に基づき、「本市の都市計画に関

する基本的な方針」として「岡山市都市計画マスタープラン」（以下「マスタープラン」とい

う。）を策定し、具体のまちづくりを推進してきました。 

その後、将来の人口減少の見通しが示されるとともに、地震や土砂災害・洪水などの都市災

害への危惧、増加する空き家、インフラの老朽化など新たな課題が顕著化しています。 

そのような中、本市では平成 28年 3 月に岡山市第六次総合計画長期構想、平成 29 年 3月に

同前期中期計画を策定し、新たな都市づくりの取組を始めています。 

また、平成 29 年 3 月には「岡山県南広域都市計画区域の整備・開発及び保全の方針（岡山

県）」が改定され、集約型都市構造の実現へ向けた取組が強化されたところです。 

この度の見直しは、これらの社会経済情勢の変化への対応や上位計画等の改定をうけ、人口

減少社会においても持続的に発展できる都市づくりへ向け、マスタープランの見直しを行うも

のです。 

策定に当たっては、市民意見を十分反映させ、市民合意の計画となるよう努めるとともに、

具体の都市計画の体系的な指針となるよう必要な施策を総合的に盛り込みます。 

２ 位置づけ

マスタープランは、都市の将来像を踏まえ、土地利用の方針、都市施設や市街地整備の方針

などを定める都市計画の総合的かつ体系的な計画です。

策定に当たっては、岡山市第六次総合計画（以下、「第六次総合計画」という。）、岡山県

南広域都市計画区域の整備・開発及び保全の方針（以下、「都市計画区域マスタープラン」と

いう。）などの上位計画に即し、本市の都市づくりに関わる各種の関連計画と連携して定めま

す。

そして、マスタープランに基づき都市計画の決定・変更や都市計画事業など具体のまちづく

りを進めるとともに、地域におけるまちづくりの指針にもなります。

■マスタープラン体系図 

岡山市第六次総合計画

岡山市の都市計画
に関する基本方針

（岡山市都市計画マスタープラン）

《都市づくりに関わる各種の関連計画》

岡山市産業振興アクションプラン

岡山市農林水産振興アクションプラン

岡山市総合交通計画

岡山市緑の基本計画

岡山市住生活基本計画

岡山市景観計画       など

連携

都市計画の決定や変更

地域のまちづくりの展開

岡山県南広域都市計画区域の 
整備・開発及び保全の方針 
（都市計画区域マスタープラン） 

即す

即す
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３ マスタープランの役割

「マスタープラン」は、都市計画に関する総合的な計画として、以下のとおり都市計画の様々

な場面で利用します。

□市民に広く都市づくりの方針を知らせる

「マスタープラン」は、都市の将来像と都市整備の方針を市民に分かりやすく提示し、

都市づくりの方向を総合的かつ体系的に説明するものです。

□都市計画の決定及び変更の指針

「マスタープラン」は、用途地域や道路・公園など具体の都市計画を定める上で体系

的な指針となります。

□都市整備に関する施策展開の指針

「マスタープラン」を踏まえて、道路などの都市施設整備や市街地開発事業など各種

の事業を効果的かつ計画的に実施します。

□住民主体のまちづくりの指針

「マスタープラン」は市民の意見を反映させて策定し、この「マスタープラン」に即

して、市民の理解と参加のもとに都市計画を進めます。また、市民主体で身近なまちづ

くりを考える際の参考となります。

４ 対象地域

都市計画法上、都市計画を定める範囲は、原則として都市計画区域内となるため、本マスタ

ープランでも都市計画区域内を重点的に扱いますが、総合的な都市づくりの方針という観点や

他の関連計画との整合性などを踏まえ、対象地域は岡山市全域とします。 

■対象地域 
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目標年次 
平成 50年度 
（2038 年） 

５ 目標年次

目標年次は、概ね 20 年後の都市の姿を展望し、平成 50 年（2038 年）とします。 

なお、都市の将来像は長期的視点に立って 21 世紀中頃を念頭に描くこととします。 

６ 計画の構成

マスタープランでは、本市をめぐる都市づくりの課題等を踏まえ、都市の将来像や土地利用

及び都市施設の方針など骨格となる都市づくりの基本的な方針を定めます。 

■マスタープランの全体構成

中期的な都市づくり          長期的な都市づくり（将来像） 

平成 30年度 
（2018 年） 

（初年度）

21 世紀中頃 
(2050 年頃) 

社会経済情勢の変化等に
対応した適切な見直し

第１章 はじめに 

◇見直しの背景と目的  ◇位置づけ  ◇マスタープランの役割  ◇対象地域

◇目標年次   ◇計画の構成

第２章 現状と動向 

◇岡山市の特性と成り立ち

◇現状

第３章 都市づくりの課題 

◇「強みを活かす・伸ばす」都市づくりの課題

◇「今後、懸念される動向へ対応する」都市づくりの課題

第４章 都市づくりの基本方針

◇上位計画の概要       ◇都市づくりの基本理念    ◇都市づくりの基本目標

◇都市空間形成の基本方向   ◇将来都市構造

第５章 分野別の基本方針 

◇土地利用    ◇都市交通    ◇水と緑・都市環境   ◇市街地・住環境

◇都市景観    ◇都市防災    ◇その他都市施設

第６章 計画の実現に向けて 

◇多様な主体の協働によるまちづくりの推進    ◇マスタープランの進行管理と見直し


